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３．研究実施期間： 

平成 27～29 年度 

４．研究の趣旨・概要 

化学物質や製品のフローを制御する制度とリスク評価技術の連携を通じて、我が国の

環境リスク管理は進んできた。その一方で、ストック（屋内貯留）を対象とした評価は

進んでいない。一定期間の寿命を有する化学品・製品は、閉鎖空間内での曝露源である

とともに、災害時には潜在的排出源となる。 

これまで、用途地域制で指定された産業・事業所の立地規制と、入り口段階での物質

フローを制御する化審法、化管法、そしてエンド・オブ・パイプ段階での発生源対策を

主軸とする大気汚染防止法、水質汚濁防止法等は、ハザードを特定してフラックスを制

御することを意図しており、必ずしもリスクに基づく評価ではない。 

他方、環境負荷全体を見た際のマルチプルリスク対応が求められてきており、そのた

めには、ストック解析、トレードオフ解析、優先順位付けによる資源配分の最適化とい

った観点をリスク管理に組み込んでいくことが必要である。 

そこで本研究では、ストック管理にもとづくリスク評価手法、化学物質・水・エネル

ギーの相互依存性を対象としたリスクトレードオフ解析手法を開発し、評価技術と制度

の組合せを通したリスクガバナンスモデルを提示する。 

５．研究項目及び実施体制 

① 技術と制度の組合せの隘路を補完するリスク評価・管理手法の開発

（国立大学法人大阪大学）



 

６．研究のイメージ 

化学物質・製品の類型化を
踏まえたストック量推計と

将来シナリオ解析

• ３つの軸（物質、用途、ライフス
テージ）に対し、用途軸に着目
したリスク評価手法を開発する。

【解析対象】
民生部門：洗浄技術と洗浄剤、

空気調整技術と冷媒、
建築物

産業部門：洗浄剤

• 相互依存性のデータ共有、シナリオ策定に向けた
知見収集のためのプラットホームを構築する。

リスクトレード
オフ解析手法
の開発と適用

• 化学物質使用量、水消費量、エネルギー消費量
の相互依存性の実態調査を行い、相互依存性
の経年変化を解析する。

• 相互依存性を踏まえたリスクトレードオフの態様
を明確化する。

データ・評価
基盤の整備
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